
新 婦 人 し ん ぶ ん ２０２２年８月２７日（土曜日）（１） （年４月日
第三種郵便物認可）第３４２８号 （毎週土曜日発行）

発言する新婦人広島県本部の安藤加奈子さん（中央）。各地から参加の会員たちもタペストリーを持って登壇、

戦争反対、禁止条約参加をとアピールした（８月６日、ヒロシマデー集会）

国民平和大行進の集結集会。全国から寄せられた１万4000本を超えるペナ

ントを掲げてピースアピール（８月４日、広島平和記念資料館前で）
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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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４日 開会総会、国際会議
５日 国際会議、テーマ別集会

Ⅰ．米国の原爆投下をどう裁くか
Ⅱ．被爆者援護・連帯、被爆体験
の継承と実相普及
Ⅲ．非核・平和、外国軍事基地の
ないアジア・太平洋と運動の役割
Ⅳ．枯葉剤被害者支援・連帯
映画『失われた時の中で』上映
と坂田雅子監督とのトーク
Ⅴ．平和の国際ルールと戦争、核
兵器廃絶―ウクライナ危機を考
える
Ⅵ．核共有・大軍拡・改憲スト
ップ、禁止条約への参加を―た
たかいの交流
Ⅶ．青年のひろば

６日 ヒロシマデー集会
９日 ナガサキデー集会
★核兵器なくそう女性のつどい（６日）
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